
■貸借対照表（税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 142億4,140万円 固 定 負 債 70億6,858万円
（有形固定資産） 142億4,094万円 企 業 債 70億6,858万円

土 地 3億5,072万円 流 動 負 債 6億7,691万円

建 物 4億7,628万円 企 業 債 5億2,842万円

構 築 物 128億3,837万円 営 業 未 払 金 7,688万円

機 械 及 び 装 置 4億5,569万円 営 業 外 未 払 金 2,650万円

車 両 及 び 運 搬 具 544万円 そ の 他 未 払 金 1,524万円

工具器具及び備品 2,842万円 前 受 金 706万円

建 設 仮 勘 定 8,602万円 賞 与 引 当 金 等 756万円

（無形固定資産） 46万円 その他流動負債 1,525万円

電 話 施 設 利 用 権 35万円 繰 延 収 益 32億3, 268万円
ソフトウェア使用権 11万円 長 期 前 受 金 32億3, 268万円

流 動 資 産 13億2,341万円 資 本 金 28億2, 585万円

現 金 預 金 10億5,273万円 資 本 金 28億2, 585万円

営 業 未 収 金 2億2,840万円 剰 余 金 17億6,079万円

営 業 外 未 収 金 5万円 資 本 剰 余 金 6億4,504万円

そ の 他 未 収 金 1,603万円 利 益 剰 余 金 11億1,575万円

貸 倒 引 当 金 △950万円 負 債・ 資 本 合 計 155億6,481万円
貯 蔵 品 3,570万円

前 払 金 0万円
資 産 合 計 155億6,481万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,245（戸）

給 水 人 口 70,235（人）

年 間 有 収 水 量 9,357,835（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量         25,638（㎥）

一 般 用 有 収 水 量   8,024,893（㎥）

業 務 用 有 収 水 量   1,294,374（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量         17,874（㎥）

そ の 他 有 収 水 量         20,694（㎥）

収益費用

給水収益
11億5,653万円

その他　1,731万円
支払利息

1億8,656万円

減価償却費
５億4,616万円

受託工事収益
　7,833万円
加入金収益
　2,434万円

その他　1億6,578万円純利益　1億2,113万円

総係費
1億6,037万円

原水及び浄水費　1億8,022万円
配水及び給水費　1億3,415万円
受託工事費　7,908万円

費用
13億385

万円

収益
14億2,498

 万円

た
め
、
引
き
続
き
徴
収
強
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、「
水

道
拡
張
時
代
」
に
お
い
て
建
設
改
良

費
の
財
源
の
多
く
を
企
業
債
に
依
存

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
企
業
債
残
高

は
類
似
団
体
の
2
倍
を
超
え
る
数

値
を
示
し
て
い
て
、
将
来
に
大
き
な

負
債
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
管
路
の
経
年
化
率
は
類
似
団
体

よ
り
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
財
源
不
足
に
よ
り
老
朽
管
の
布

設
替
工
事
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
料
金
改

定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
経
営
基
盤

の
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
新
料
金
で
の
財
政

状
況
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、「
安

全
」で「
安
心
」で
き
る
水
道
水
を「
安

定
的
に
」
届
け
ら
れ
る
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
課
（
☎
22
ー

０
５
８
７
）
へ

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て

平成28年度

水道事業
業務の概況

　

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
2
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

平
成
28
年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
1
日　

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
水
道

事
業
の
使
命
で
あ
る
安
定
給
水
等

を
基
本
目
標
と
し
、
市
内
の
老
朽

配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
順
次
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

建
設
改
良
事
業
で
阿
南
市
内
の
水

道
施
設
耐
震
化
や
老
朽
管
路
の
布

設
替
工
事
等
を
順
次
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
業
務
面
で
は
、
こ
れ
ま
で

水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
や
公
営
企
業

会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
効

率
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
民

間
委
託
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
費

用
対
効
果
を
生
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
平
成

28
年
度
現
年
の
水
道
料

金
の
収
納
率
は
99
・

38
％
で
過
去
最
高
の

収
納
率
を
上
げ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、

水
道
使
用
者
の
公

平
性
を
確
保
す
る
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